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研究成果の概要（和文）：本研究は、養育者の適応力を向上させる要因を明らかにし、発達障害支援策を提案す
ることを目的とした。注意欠如・多動性障害に対する夏季治療プログラムの参加児の養育者に対して調査を行
い、子どもを対象とした治療であっても、養育者に対して、好ましい効果があることを明らかにした。また、発
達障害児をもつ養育者の適応力を向上させる要因を検討するために、地域や家族のサポートの状況を把握する質
問票を作成した。発達障害児をもつ母親を対象として、その質問票と養育レジリエンス質問票を用いた調査を実
施した。養育レジリエンスの要素に、地域や家族のサポートが与える影響を検討した。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to examine the factors enhancing parenting 
resiliency. Kurume summer treatment program enhanced scores of parenting resilience elements 
questionnaire (PREQ), suggesting that intervention for children improves parenting resiliency of 
caregivers. In addition, we newly made a questionnaire for evaluating supports of community and 
family. We recruited mothers of children with developmental disorders from medical institution, and 
examined the relationship between PREQ and the new questionnaire.  

研究分野： 発達障害学

キーワード： レジリエンス　養育者支援
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 発達障害児の特徴は、問題行動につながる
可能性がある。問題行動は、育児困難に関係
し、発達障害児をもつ養育者は、精神的健康
度が低下するリスクがある。このようなリス
クがあるにも関わらず、発達障害児をもつ養
育者の多くが、子育てに良好に適応している。
研究代表者は、発達障害児をもつ養育者が子
育てに良好に適応するための要素に着目し
てきた。 
一般的に、困難な状況にも関わらず、良好

に適応する過程は、レジリエンスと定義され
る。研究代表者は、レジリエンスを、発達障
害児をもつ養育者に適用するために、「育児
困難にも関わらず、良好に適応する過程」を
養育レジリエンスとして定義した。インタビ
ュー調査で、養育レジリエンスの要素を明ら
かにし、その結果に基づき、その要素をもつ
程度（適応力）を計測する養育レジリエンス
要素質問票（Parenting Resilience Elements 
Questionnaire: PREQ）を開発した。 
 
２．研究の目的 
研究開始当初において、養育レジリエンス

の要素が明らかになり、適応力を計測する
PREQ が開発されていたものの、この要素が発
達障害の臨床においてどのように関わるの
か不明な点が多かった。 
そこで、本研究では、発達障害児の治療に

おいて、適応力の関与を明らかにすることを
目的とした。さらに、様々な介入を受けるこ
とで、適応力が向上する可能性がある。この
適応力を向上させる要素が明らかになれば
支援体制を提案できることが考えられたの
で、適応力を高める要因について検討した。 
 
３．研究の方法 
①夏季治療プログラムの参加児の養育者を
対象とした調査 
 ADHD 児を対象にした夏期治療プログラム
(くるめ summer treatment program:くるめ 
STP）の参加者を対象とした。くるめ STP で
は、行動療法に基づき問題解決スキル、ソー
シャルスキル、学習スキル、社会規範を守る
スキルを向上させることを意図したプログ
ラムが組まれている。日本の夏季休暇の期間
に合わせ、2週間集中して実施される。 
 くるめ STP の参加者の養育者に PREQ を用
いた質問紙調査を実施し、くるめ STP 前後の
養育者の適応力を評価した。 
 
②外来を受診する発達障害児をもつ養育者
に対する調査 
 適応力を高める要因を明らかにするため
に、外来を受診する発達障害児をもつ養育者
を対象に調査を行った。家族や地域のサポー
トの状況を評価するために、質問票を作成し
た。養育者が子育てに関わると考える人をで
きる限り記載し（最大 10名）、その人が、養
育者にとって好ましいか、好ましくないかを

評価するように要請した。また、全般的な適
応力を評価するために、Connor-Davidson 
Resilience Scale（CD-RISC）を用いた。 
 
③文献的検討 
 発達障害児をもつ養育者に関わる文献を
まとめ、研究代表者が中心となって実施して
きた研究を位置づけた。 
 
４．研究成果 
①夏季治療プログラムの参加児の養育者を
対象とした調査 
 くるめ STP 前後の PREQ の各下位項目の得
点を比較したところ、くるめ STP 前よりもく
るめ STP 後において、PREQ の各下位項目の得
点が高かった（図 1）。くるめ STP は、子ども
を対象にした治療プログラムであるが、養育
者に対しても適応力を向上させる効果があ
ることが示された。 

 
図 1. くるめSTP前後のPREQ得点の変化 
 
②外来を受診する発達障害児をもつ養育者
に対する調査 
 家族・地域のサポートの量（人数）と PREQ
の下位項目「子どもに関する知識」、「社会的
支援」、「肯定的な捉え方」の相関関係を検討
したところ、サポート量と社会的支援に正の
相関関係が認められた（r = .27， p < .001）。
すなわち、子育てに関わる人が多いほど、社
会的支援面の適応力が高いことが明らかに
なった。他の下位項目とサポート量の有意な
相関関係は認められなかった。 
 CD-RISC と PREQ の関係では、CD-RISC 得点
が、各下位項目と有意な相関関係があった
（子どもに関する知識：r = .43，p < .001；
社会的支援：r = .45， p < .001；肯定的な
捉え方：r = .42，p < .001）。つまり、全般
的な適応力が高ければ、子育てに対する適応
力も高いことが明らかになった。 
 
③文献的検討 
 発達障害児をもつ養育者を取り巻く環境、
レジリエンスの概念、既存のレジリエンスの
尺度、養育レジリエンスのモデルと尺度をま
とめた。さらに、発達障害児（者）をもつ養
育者に適用される他の尺度と PREQ の関係を
検討したところ、PREQ は、発達障害児に関わ
る問題と養育者の行動や精神状態を媒介・調
整する要素を計測する指標である示唆され
た（図 2）。つまり、適応力を媒介として、養
育行動や精神状態が変化するので、適応力を



高めるような支援が必要であると考えられ
る。本研究で、検討してきたように、子ども
に対する治療プログラムや養育者に対する
サポートを拡充させる支援が有効であると
考えられた。 
 

 
図 2. PREQ と他の尺度の関係（鈴木，稲垣，

2017） 
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